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2010 スピリチュアル・ケア研究室講演会
一臨床医のナラティブ

実施結果―アンケート集計結果の概要―

　医療、看護、介護、教育にとってスピリチュア
ルケアが重要であることが分かってきた。高度医
療で多くの病が治るようになっても、人の魂は飢
え渇いている。人は何のために生き、死後はどこ
に行くのか。魂へのケアが必要である。
　亀田メディカルセンターの西野洋先生は最近
『実践スピリチュアルケア』（翻訳）を出版された。  

西野先生の臨床経験でのスピリチュアルケアにつ
いて講演を伺う。

日　時：2010年11月19日㈮14：00 ～ 16：30

場　所：新都心ビジネス交流プラザ　 ₄ 階会議室B

【プログラム】
主催者挨拶、講師紹介
　　窪寺俊之 （聖学院大学大学院教授）

講演　「一臨床医のナラティブ」
　　　西野　洋
　　　 安房地域医療センター メディカルディレクター
質疑応答
閉会あいさつ、大学案内、次回の講演案内
閉会

【結果の概要】
・参加者は83名。内、アンケート回答者は49名。
・ 講演について「良い」という意見が最も多く

94％と高い評価を得た。
・ 自由意見として「意義深いお話だった」「大切

なことを教えられた」「参考になった」
　「良いお話を感謝する」など。
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＊参加者の年齢は、60代が最も多く44％、次に50

代18％だった。
　性別は、女性67％、男性33％。
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＊職業別では、「牧師」「無職」が19％と多かった。
「その他」の内容は、「フリーライター」「介護職」「看
護師」「団体役員」「伝道師」「音楽療法士」など。
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＊参加の動機として、「自宅に送られた案内を見
て」が最も多かった。

「その他」の内容は、「知り合いの勧め」「友人の
紹介」「施設宛の案内を見て」など。

自由意見

・末期がん患者の傾聴を志しておりますので、と
ても参考になりました。また参加したいと存じ
ます。

・私も 6 年前に母を亡くして、生き方が変わった
ものですから、共感する部分が多かったです。

・私はただのおじさんですので、ボランティアを
することにしました。さいたまNPOセンターで
発送作業、デイケア施設で車椅子障害者の介
助、子ども教室で安全管理、県立がんセンター
で傾聴ボランティア、宇宙劇場で天体観覧会の
お手伝い、さいたまサイエンスショークラブで
小学校特別理科実験のアシスタント、市生涯学

習総合センターで相談ボランティア、埼玉カウ
ンセリングセンターのメンタルサポーターとし
て、災害時には駆けつけることになっていま
す。頑張れる間は頑張りたいと存じます。

・ご自身の心の話を隠さずお話くださり、とても
心の中の動きが伝わってきて、スピリチュアル
ケアの大切さがすっと入ってきました。スピリ
チュアルケアにより心が開かれる、見送る側に
もあたたかいものが残る人生の最後を迎えた方
は、とても素晴らしい人生だったと思いました。

・親、兄姉との終りの時、本当にケアの大切さを
学んでいます。14年前の姉の死、どうしても夫
を許す事が出来ない葛藤を見ました。許して逝
かないと、天国で神様の前に立てませんよ！許
しの祈りを学びました。本日の学びは本当によ
かったです。

・ 学術的講演ではない、淡々としたお話の中か
ら、大切なことを教えられ感謝です。肩の張ら
ないこの様な場がとても大切であり、必要だと
思いました。

・医療者として、スピリチュアルケアについて学
んできましたが、今回の講演で、自分自身のス
ピリチュアルペインに寄り添う、ゆるしのペイ
ンについて学び、ハッと気付かされました。誰
かのスピリチュアルな面を知るには、自分自身
のスピリチュアルペインを見出して考えていか
なくてはいけないと思いました。

・今日はありがとうございました。長年、難病病
棟（筋ジストロフィー）のボランティアをやっ
ています。日頃病人ご本人と家族への心に寄り
添うことの必要性、大切さを感じております。
今日のお話は、これからの私のボランティア活
動を含めた日々の中で、示されること、教えら
れることが沢山ありました。ありがとうござい
ます。

・ありがとうございました。日本の医療にこれか
ら必要とされる問題だと思います。よろしくお
願いいたします。

・第三者へのスピリチュアルケアよりも、まず自
分のスピリチュアルペインに向き合うこととい
う考えに共感しました。

・症例を使ってお話をして下さって、とても分か
安房地域医療センター�メディカルディレクター�
西野洋氏
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りやすかったです。とても心が暖まる思いでお
聞きしました。ありがとうございました。

・なかなか伺うことのできないプライベートなお
話も聞かせていただき、とても参考になった。
これからくる自分の死に際して、家族に対し、
どういう話をしておくとよいか、などを考える
のにとても役に立つ。ありがとうございました。

・ご自身が経験なさったことなので、分かりやす
く心に響きました。スピリチュアルケアは自分
自身又、家族、友人などの人間関係にも役立つ
お話だと思いました。スピリチュアル・ジャー
ナルをためしてみたい。夢は見ないほうなの
で、夢解析が出来ないのが残念です。ホスピス
に入院されている友人がいるが、いろんな恨み
や思いを抱えている人で、これからどう変わら
れていくのか。少しずつ変わられていると聞く
が、どう許す気持ちになれるか、最後まで人は
変われることを信じたい。と、お話を伺いなが
ら思いました。

・年齢を考えますと、「みとる」より「みとられる」
立場にあり、そうした場合の心得のようなもの
を感じました。

・ありがとうございました。20年も求道されてお
られた先生が、神と出合った瞬間のお話、お母
様との対話、一つ一つに心打たれました。

・care giverが神にcareされているということがス
ピリチュアルケアの根本にあるといつも感じて
います。本日その深い所に触れて下さり感謝し
ます。

・先生のような経験はどうやったらできるんです

か？（不思議な体験をしたい）。医者の担当は
一人ではないため、毎日30分向き合って話をす
ることは難しいことなのではないでしょうか。
ただ少しでも理想に近づけるように努力しない
といけないと思います。

・ゆるやかな口調で真摯に「スピリチュアルケ
ア」にたどり着いたプロセスはとても感心して
聞き入りました。 4 つの言葉は、今日々生きて
いくうえで、交わす言葉ではないかと思いまし
た。

・医師として働いている方が、ご自分のスピリ
チュアルペインを非常に素直に、自然にお話下
さったことに驚き、また感動しました。まず自
分自身のスピリチュアルペインに向き合い、魂
の状態を知ることが必要なのだと、とても深い
ところで納得できるように思います。感謝しま
す。

・「他者のスピリチュアルペインに寄り添うため
には、まず自分のスピリチュアルペインを明ら
かにすることから始める」とうかがった時は驚
きました。しかし講演が進むうち、他者と魂の
レベルで繋がるためにも、絶対必要なことと感
じました。でも正直、自分にできるか不安です
が。ありがとうございました。

・人生の最後の人はどう向き合うのか、勉強に
なって大変よかったです。有意義なセミナーを
開講下さり感謝します。

・スピリチュアル…ＴＶなどで私は少々うさんく
さい感じで見ていました。でも今日考えを改め
ます。今、医療に欠けているもの、「心」だと
思います。医者にかかるのも、入院するのも、
その後も全て「お金」、何か変です（医者、病院、
患者、政府）。その何か「変」を答えに出して
くれた様に思います。母をがんで亡くしました
が、今でも「ホスピス」に私は抵抗がある。な
かなか固定観念は捨てられません。

　以前、池袋での講演に興味をひかれるものがあ
りましたが、聖学院はほとんどが大宮周辺なの
ですね。私には少々遠くて…。今回初めて参加
して良かったです。またいいのがあれば聞きた
いです。

・具体的で非常にわかりやすいお話でした。又、

臨床経験に基づくスピリチュアルケアの講演を伺った
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自分自身のこれからを考えていたこの時期に
ピッタリな出会いであったと感じました。仕事
や自分自身のこれからの生活にもいかしていき
たいと思います。今まで感心を持っていたこと
や考えていたことをこれからもさらに大切にし
ていきたいと改めて感じられました。ありがと
うございました。

・ありがとうございました。スピリチュアルケア
についてあまり分かりません。参考になりまし
た。スピリチュアルケアに関心と興味がありま
す。

・先生の証しをお聞きしているような気持ちでし
た。私自身、 5 月に母を亡くし、そのひと月前
に、子どもの頃からの心の奥にあったわだかま
りを、母との何気ない会話の中から和解の気持
ちへと変えられ、母を送る事ができた経験があ
ります。自分自身の痛みを覗く、癒されること
がカウンセラーとして大切だと学んでいます。
今回のお話はとても共感できました。現在、障
害のある方々の会でボランティアをしています
が、We are the medioineの言葉を今後大切にし
ていきたいと思います。

・「心の深い闇（自分）」を知る学びが受けられた
らと思います。最初、この講演会に申し込みを
した時、難しい内容になるのではないかと思っ
ていましたが、心に響くものがありました。

・私自身も実父を今年の一月にがんで亡くしまし
た。無宗教の人でしたが、とても良い主治医の
先生で寄り添ってくださり、とても最期はよ
かったと思います。

・自分のスピリチュアルケアで精一杯という話を

聞き、私の今もそんな状態なので安心しました。
・これからも是非この様な勉強の機会を備えて下

さい。とても感謝しています。
・専門ではない人が、この様なお話をして下さる

と、とてもよく分かります。
・よいお話をありがとうございました。
・実体験のお話で私自身の生き方についても参考

になりました。
・とても良いお話を感謝しています。
・大変意義深いお話に感謝します。
・さいたま市在住ですが、聖学院の講演をたくさ

ん聞きたいのですが、大学では宮原からのス
クールバス利用で不便。出来る限り交流プラザ
を会場としていただきたい。

・著書を購入できたらよかった。

リクエスト

・実際のワークとご自身の変化について、また詳
しくお聞きしたいです。

・太田和功一氏。
・キッペス氏。
・生の回顧について。
・柏木哲夫先生。
・佐々木道人先生。
・心の病とスピリチュアルケア。その方法論や病

の癒しのためのスピリチュアルケア。
・三枝好幸氏。
・スピリチュアルなお話でしたら、どのような内

容でも聞きたいです。
・特にリクエストはありませんが、これからも

様々な方のスピリチュアル・ケアについてのお
話を是非お伺いしたと思います。

・奥様のみゆきさんのお話を聞いてみたいです。
・ホスピスケアにおけるスピリチュアル部分の関

わりと実態。
・時代の流れ（現代）とスピリチュアリティの関

わりについて。
・もし、他の宗教で活動している人がいたら、お

話を伺ってみたいです。

83名の参加者があった


